
このパンフレットは地球環境を守るために市民・事業者・行政が実行できる行動提案を示しています。

とよなか市民環境会議

改定版

概 要 版



　豊中で市民・事業者・行政が協働とパートナーシップで進める地球環境を守るための行動計
画のことです。望ましい環境のまち・とよなかを見すえて、行うべき取り組みを行動提案として
まとめています。 2023 年（令和 5 年）からは「第 3 次豊中アジェンダ 21 改定版」として、66 項目
の行動提案となりました。
　また、「望ましい環境都市像を総括したキャッチフレーズ」「望ましい環境都市像」「環境目標」「基
本姿勢」は、「第 3 次豊中市環境基本計画（改定）」と同じ内容を掲げ、車の両輪のように推進しながら、
達成に向けて取り組みます。

地域の環境活動に市民・事業者が参加し、行政ととも
に協働で取り組むまち

多様な世代が地域の中でつながり、安全・安心に住み
続けやすいまち
地域活動が活発で、地域の特徴に応じたまちづくりが
できるまち

みんなが環境についてともに学び、行動に取り組むまち

地球環境

エネルギー

地球温暖化を今よりも進めないため、自分にできること
から取り組むまち

くらしの中で省エネルギーを意識し、みんなで自然エネ
ルギーの導入に取り組めるまち

歩きやすく、自転車で走りやすく、公共交通の便利なまち交通

【基本姿勢】

【環境目標】

ごみになるものを減らし、資源として循環することが
できるまち

地産地消で広がる活き活き農業と、「とよっぴー」を紡
いで食育が実感できるまち

多様な生き物がすみ、みどり豊かで、水辺に親しむこと
ができるまち

身近なところで、育んできた歴史・文化・景観を感じら
れるまち

騒音や有害な化学物質のない、きれいな水や空気があ
るまち

1人あたり温室効果ガス排
出量（t-CO2）を令和9年度

（2027年度）までに、平成
2 年 度（ 1 9 9 0 年 度 ）比
38.3％削減し、脱炭素社
会をめざす

発生抑制・再使用と質の高
いリサイクルの推進によ
り、ごみの焼却処理量を令
和9年度（2027年度）まで
に平成28年度（2016年
度）比8％削減し、循環型社
会の構築をめざす

みどり率27％で心豊かな
豊中らしいまちをめざす

環境基準の達成状況100％
で快適な都市環境をめざす

【望ましい環境都市像を総括したキャッチフレーズ】

参加・協働　地域性・広域性・国際性　共存・共生

第３次豊中市環境基本計画（改定）と共有

環境のまち・豊中

【望ましい環境都市像】

～未来を見すえ  地域のみんなで創ろう～

市民参加・
協働

人にやさしい

まちづくり

環境学習・
環境教育

省資源・
循環型社会

食・農

自然との共生

歴史・文化

音・水・大気

よりよい環境をめざして多
様な主体のパートナーシッ
プで取り組む

「　　　　　　　　」とは
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市民参加・協働

まちづくり

人にやさしい

地球環境

学校・こども園での環境教育や、自治会・
公民分館などの地域活動で環境学習を
進めよう

従業員、職員が環境について学ぶ機会を
作ろう

豊中アジェンダ21を積極的に推進する
ための人づくりを進めよう

物品の購入や部材などを調達する際は、
環境に配慮した製品を積極的に選ぼう

住環境や健康への影響が危惧される食品
や製品の使用は避けよう

車椅子やベビーカー、高齢者も安全に、楽
に移動できるバリアフリーのまちをつくろう

安心安全なまちにするため、日頃からまち
のようすを確認しよう

一人ひとりや一つひとつの団体の活動
も、ネットワークで広げよう

事業所の環境への取り組み情報をホーム
ページやSNSで発信しよう

豊中アジェンダ21の活動を多くの市民、事
業者にPRしよう

とよなか市民環境会議の活動を活発にしよう

豊中アジェンダ21の活動を支えるため、寄
付の募集や基金の活用をしよう

項目の 行 提 案66 動
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地球環境を守るため、みんなでアイデア・
情報を出し合おう

環境交流センターを拠点として、環境問題
やまちづくりなどに取り組もう

2

9

3

環境学習・環境教育

10

17

18

19

11

子ども（小学校高学年程度）が家族と一緒にできる取り組み子ども（小学校高学年程度）が家族と一緒にできる取り組み

みどりあふれるまちを作るため、自宅や
地域で草木を育てよう

ISO14001、EA21など既存の環境マネジ
メントシステムや、独自の環境マネジメ
ントに取り組もう

先進的に環境活動に取り組む事業所をめ
ざそう

地域の清掃や緑化活動を実践しよう

「みどりのまちづくり」や「生物多様性」に貢
献するため、工場や事業所の敷地内や屋
上、壁面緑化を進めよう

ゼロカーボンシティを実現するため、気
候変動の現状を理解し、自分にできるこ
とを考え、行動しよう 今を生きる人が他者（次世代、他地域、他の

生物など）に責任を押しつけず、生産活動や
消費行動の環境影響を広い視野で考えよう環境や人権に配慮したフェアトレードなど

の認証マークのついた食品や製品を積極
的に購入しよう

私たちが望ましい未来の豊中に向けて実施する取り組み
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21

14
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20

22

15

16

とよなか市民環境展

ちょっといい豊中
見つけにいこかウォーク

高校生による地域清掃

地域での環境学習（出前講座）

フェアトレードに関する学習
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断熱などのエコな住環境をととのえ、省エ
ネ性能の高い家電製品に切り替えよう

再生可能エネルギーの導入を進めるた
め、太陽光発電などの設置や、電力会社
の選択をしよう

電気、ガス、石油などのエネルギーを適切
に使用し、二酸化炭素の排出を減らそう

エアコンは消費電力量の少ない温度設定
にするなど、省エネの生活を心がけよう

もったいない精神の文化を大切にし、長く
使えるものを選び、壊れたものは修理して
使い捨てを減らそう

事業所や工場・店舗から出る廃棄物の削
減に努めて、循環型社会の実現に向けた
取り組みを進めよう

量り売りのお店の利用や、フードドライブ
による資源の有効活用を地域協力型で
進めて、食品ロスを減らそう

廃棄の後のことを考えるため、クリーン
ランドや緑と食品のリサイクルプラザ、
下水処理場などを見学しよう

お店では環境に配慮した取組みをし、豊中
エコショップ制度を活用しよう

不要なものはすぐに捨てずに、フリマサイ
トやバザーなどに出品しよう

再使用、再生利用可能な廃棄物の分別や
リサイクルをさらに推進しよう

プラスチック製の使い捨て容器・包装類を
できるだけ使わないようにしよう

健康と環境のため、自動車の利用を控
え、公共交通機関や自転車を利用すると
ともに、できるだけ歩こう

レンタサイクルやシェアサイクルを活用し
よう

自転車利用のルールを学び、マナーを守
ろう

宅配ボックスや置き配を活用し、宅配便の
再配達を減らそう

カーシェアリングやカーレンタルなどを活
用したライフスタイルを考えよう

車を購入する際はエコカー（温室効果ガ
スの排出が少ない車）を選ぼう

アイドリングストップや急発進をしないな
ど、エコドライブを実践しよう

共同集配システムなどの効率的な輸送方
法を考えよう（荷物も相乗りさせよう）

項目の 行 提 案66 動

エネルギー

交通

省資源・循環型社会
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3329
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アジェンダ 21から SDGs（エス・ディー・ジーズ）へ

　2015年に国連で、2030年までの国際目標「持続可能な開発のための2030アジェンダ」
が採択されました。2030アジェンダのセクションの1つに「持続可能な開発目標（SDGs）」
があり、17テーマ169項目で構成されています。SDGsの項目のうち私たちができる環境の
取り組みは、右のマークのついた行動提案を通して進めていきます。 

家庭の省エネチェック
（省エネ相談会）

エコドライブ講習会

学校・園での交通安全教室

豊中エコショップ制度

絵本の交換会
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豊中市内の身近な自然を調べ、市民、事業
者、行政で情報を共有して交流しよう

造成や建設をするときは、もとの地形や自
然をできるだけ多く残そう

昔からいる生き物をおびやかす外来の動
植物は育てない、放さないようにしよう

生き物のすみかを増やすため、家の庭や
ベランダにもみどりを増やし、学校や施設
などでビオトープづくりを進めよう

豊中に昔からある草や木を育てて公園や
緑 地 の自然 度を高 め 、多 様 な 生き物 の
ネットワークを拡げよう

緑被率を高めるため、豊中で新たな樹木
を増やそう

野遊びや川遊び、星空観察など、子どもた
ちが自然体験できる機会を増やそう

農地やため池、水路を地域の宝として保全
や活用し、ツバメのねぐらなどを守ろう

公園、街路、学校などの樹木の役割を知
り、大切にしよう

近隣の生活音や自動車の道路騒音に配慮
し、互いに心地よい生活空間をめざそう

資源を有効に活用するため、洗たくや打ち
水、植物の水やりには風呂の残り湯や雨水
タンクを利用しよう

洗面、炊事、入浴、洗車など水道を利用す
る時は、節水に努めよう

大 気 の 汚 染をできるだ け抑えるた め、
工場や自動車からの排気ガスを減らそう

近くの公園や緑地、社寺林などで葉ずれ、
鳥の声、虫の音に耳をすまそう

海の環境や私たちの体に及ぼす影響を
減らすた め 、海 や 川 に マイクロプラス
チックが流れ出ないようにしよう

キツネ、タヌキなどの動物や、希少な植物
を守るため、豊中の里地、里山、竹林を大
切にしよう

調理くずや食べ残しはコンポストを活用
し、生ごみの量を減らそう 農薬や化学肥料をできるだけ使わない、

とよっぴーなど有機性資源を活用した
環境保全型農業を応援しよう

落ち葉や剪定枝は堆肥にして活用しよう

健全な食生活を実践するため、食育活動
を推進しよう

自宅の庭やベランダでの家庭菜園や、市
民農園を利用しよう

大木古木や社寺林など、歴史の中で積み
重ねられた環境を残し、後世へ語り継ごう 「とよなか百景」を大切にし、まちへの愛着

を深めよう
地域の文化や歴史の中で培われてきた、
良好な景観を大切にしよう

自然との共生
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歴史・文化
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音・水・大気
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食・農

44

43
46

45
47

さつまいも掘り体験

天竺川の河川開放

生きている「豊中のごん」

ツバメのねぐら

秋の夜の鳴く虫観察会

保護樹木・大木・古木を訪ねて
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小学生 のみなさんが 家族と一緒 にできる

取 り 組 み

しょう がく せい か ぞく

と く

いっ しょ

みどりがあふれるまちをめざ
して、地域で花を植える活動
などが行われています。みど
りに詳しい人のアドバイスを
もらいながら、家や学校でみ
どりのカーテンづくりなどに
取り組みましょう。

ち かつ どう

おこな

くわ

いえ がっ こう

と く

いき はな う

みどりあふれるまちを作るため、自宅や
地域で草木を育てよう

つく

くさ

じ たく

ち いき き そだ
エアコンは消費電力量の少ない温度設定に
するなど、省エネの生活を心がけよう

しょう

しょう

ひ

せい かつ こころ

でん りょくりょう おんすく ど せっ てい

エアコンの設定温度を1℃ゆ
るくすると、約10％の省エネ
になります。ガマンする必要
はありませんが、適切な温度
設定を心がけましょう。また、
寒い時に1枚多く着るなど、
服装の調節もあわせてみま
しょう。

せっ てい おん ど

やく しょう

ひつ

てき

せっ てい こころ

さむ とき まい おお き

ふく そう ちょうせつ

せつ おん ど

よう

自宅の庭やベランダでの家庭菜園や、
市民農園を利用しよう

じ たく にわ か てい さい えん

し みん のう えん り よう
もったいない精神の文化を大切にし、長く
使えるものを選び、壊れたものは修理して
使い捨てを減らそう

せい

つか えら こわ しゅう り

へつか す

しん ぶん か たい せつ なが

物を大切にして長く使うこと
は、日本の文化である「もった
いない」精神を大切にするこ
とで、ごみを減らすことにも
つながります。物を買うとき
は長く使えるものを選び、壊
れたものは修理して使い捨て
を減らすようにしましょう。

もの たい せつ なが

に ほん ぶん

せい しん

へ

もの

つか えら

しゅう り つか す

へ

こわ

か

なが

たい せつ

か

つか

自分で野菜などを育てて食べる
ことは野菜を遠くから運んでく
るエネルギーを減らすとともに、
食料自給率の向上にもつながり
ます。自宅の庭やベランダ、市
民農園で家庭菜園に取り組ん
でみましょう。

じ ぶん

じ

のう えん か てい さい えん と く

たく にわ し

みん

や さい

や さい とお はこ

へ

しょくりょう きゅうじ じょうこうりつ

そだ た

資源を有効に活用するため、洗たくや
打ち水、植物の水やりには風呂の残り
湯や雨水タンクを利用しよう

せん

う みず のこ

ゆう こう かつ よう

ゆ う すい り よう

し げん

しょくぶつ みず ふ ろ昔からいる生き物をおびやかす外来の
動植物は育てない、放さないようにしよう

むかし

どうしょくぶつ はなそだ

い もの がいらい

外来生物は地域の生態系に
大きな影響を与えています。
ペットで飼っていたアカミミ
ガメ（ミドリガメ）を野生に放
したり、オオキンケイギクを育
てることは法律で禁止されて
います。

がい

えい きょう あた

か

や

そだ

きん しほう りつ

せい はな

らい せい ぶつ ち いき せい たい けい

おお 水は限りのある資源です。ま
た、水道水を家庭に送るため
にはポンプなどのエネル
ギーを使っています。水道水
を使用しなくて良いものは、
風呂の残り湯や雨水タンク
を利用しましょう。

みず かぎ し げん

すい どう すい

つか すい どう すい

し よう

ふ ろ

ようり

のこ ゆ う すい

よ

か てい おく

法律で禁止された特定外来生物
オオキンケイギク

「第３次豊中アジェンダ21 改定版」の行動提案では、小学校高
学年くらいのみなさんが家族と一緒にできるものにマーク　
　 をつけています。どれくらいできているかをチェックして、
他にできることがないかを家族で考えてみましょう。

だい じ とよ なか かい てい ばん こう

か ぞく いっ しょ

ほか か ぞく かんが

どうていあん しょうがっ こう こう

がく ねん

(    )
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16～13個：すばらしい！
12～ 9 個：よいです！
8 ～ 5 個：まだまだ！
4 ～ 0 個：がんばって！

地球環境を守るため、みんなでアイデア・情報を出し合おう

みどりあふれるまちを作るため、自宅や地域で草木を育てよう

エアコンは消費電力量の少ない温度設定にするなど、省エネの生活を心がけよう

電気、ガス、石油などのエネルギーを適切に使用し、二酸化炭素の排出を減らそう

自転車利用のルールを学び、マナーを守ろう

もったいない精神の文化を大切にし、長く使えるものを選び、壊れたものは修理して
使い捨てを減らそう

不要なものはすぐに捨てずに、フリマサイトやバザーなどに出品しよう

再使用、再生利用可能な廃棄物の分別やリサイクルをさらに推進しよう

プラスチック製の使い捨て容器・包装類をできるだけ使わないようにしよう

廃棄の後のことを考えるため、クリーンランドや緑と食品のリサイクルプラザ、下水処
理場などを見学しよう

自宅の庭やベランダでの家庭菜園や、市民農園を利用しよう

豊中市内の身近な自然を調べ、市民、事業者、行政で情報を共有して交流しよう

昔からいる生き物をおびやかす外来の動植物は育てない、放さないようにしよう

近くの公園や緑地、社寺林などで葉ずれ、鳥の声、虫の音に耳をすまそう

資源を有効に活用するため、洗たくや打ち水、植物の水やりには風呂の残り湯や雨水
タンクを利用しよう

洗面、炊事、入浴、洗車など水道を利用する時は、節水に努めよう

できています！

番号 取り組み チェック

他にできることがないか、
家族のみんなで考えて、
できるところからやってみよう！

ばんごう と く

ほか

かぞく かんが

こ

16 個の取り組みのうち
こ と く

あなたはどれだけできているか、家族でチェックしてみよう！あなたはどれだけできているか、家族でチェックしてみよう！
か ぞく

2
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35

36

37

38

41

45

48

54

62

64

65

こ
個

ち かん まも

つく じ たく ち いき くさ き そだ

ほう だ あきゅう きょう

ひ でん

でん

じ

つか

ふ

さい し よう さいせい

せい つか つかす よう き ほう そう るい

り よう か のう はい き

はい き あと かんが みどり ひん げ すい しょしょく

り

じ

とよ

むかし

ちか

し

せん めん すい じ よく せん しゃ すい どう り よう とき せっ すい つとにゅう

げん ゆう こう かつ よう

り よう

せん う みず みず ふ ろ のこ ゆ う すい

こう えん ち しゃ じ りん は とり こえ むし ね みみりょく

い もの がい らい どう ぶつ そだ はなしょく

ぶつしょく

なか し し し みん じ せい ほうしゃぎょう ぎょう じょう ゆう こうきょう りゅうぜん しらない み ぢか

たく にわ か てい さい えん し みん のう えん り よう

けん がくじょう

ぶつ ぶん べつ すい しん

よう す ぴんしゅっ

す へ

てん しゃ り よう まな

せいしん ぶん か たい せつ つか えら こわ りしゅう

まも

き せき ゆ てき せつ し よう に さん か たん そ はい へ

すく おん ど せっ てい せい かつ こころしょう しょう

しゅつ

りょくりょう

じょう

❼　



　「豊中市環境基本条例」（1995 年公布）を踏まえて、豊中市長を会長とし、市内の事業者・市民団体・行政関係
部局など153団体が参加して、1996年にとよなか市民環境会議が発足しました。同会議のワーキンググルー
プが中心となり、1999年に豊中市民の行動計画である「豊中アジェンダ21」を策定しました。現在は豊中市環
境部ゼロカーボンシティ推進課とNPO法人とよなか市民環境会議アジェンダ21を共同事務局とし、132団体

（2023年6月現在）で構成しています。今回の「第3次豊中アジェンダ21改定版」でも策定主体となっています。

　2002年 に と よ な か 市 民 環 境 会 議 の ワ ー キ ン グ グ
ル ー プ に 参 加 し た 市 民 が 自 立 し、2003年 に はNPO法
人とよなか市民環境会議アジェンダ21となりました。

「豊中アジェンダ21」の推進組織として活動を進める
とともに、とよなか市民環境会議と連携して、多くの
市民・諸団体が参加できる環境プラットフォームでも
あります。

とよなか市民環境会議

NPO法人とよなか市民環境会議アジェンダ 21

第 3 次 豊 中 ア ジ ェンダ 2 1 改定版

行 政

とよなか市民環境会議

NPO法人とよなか市民環境会議アジェンダ21

教 育 関 係 各 種 団 体

事 業 者

市民 団体

環境プラットフォーム

そして、豊中には「第３次豊中アジェンダ 21 改定版」を推進する団体があります
NPO 法人とよなか市民環境会議アジェンダ 21 では、

「第３次豊中アジェンダ 21 改定版」を推進するため、
市民が中心となってさまざまな活動に取り組んでいます。

～あなたも私たちの活動に参加、協力、支援してください。あなたの居場所がここにあります。～

誰もが家に帰れば、家庭生活の場があります
～家で身近にできることから取り組みましょう～

家の周りには、地域があります
～地域の人たちと一緒に、地域が住みよい環境となるよう取り組みましょう～

豊中には、まだまだ自然がたくさんあります
～休みの日には豊中で自然のことに取り組みましょう～

あなたが職場で働いているならば
～社会人、企業人として、職場でも環境に優しい取り組みをしましょう～

あなたが学生ならば
～地域の環境について学び、できることから一緒に協力しましょう～

あなたが市民団体に参加しているならば
～その団体でも「第3次豊中アジェンダ21改定版」の推進に協力してください～

あなたが活躍できる場所はたくさんあります

本編策定：2023 年（令和 5 年）6 月 29 日
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とよなか市民環境会議
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（共同事務局）
豊中市環境部ゼロカーボンシティ推進課
　〒561-8501　豊中市中桜塚 3-1-1
　TEL 06-6858-2128　FAX 06-6842-2802
特定非営利活動法人 とよなか市民環境会議アジェンダ 21
　〒561-0881　豊中市中桜塚 1-24-20　環境交流センター内
　TEL 06-6844-8611　FAX 06-6844-8668
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